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高齢化社会では病気にならない動ける体作りが大切。そのためにメタボリッ

クシンドローム阻止や筋萎縮の抑制する食品素材、特にポリフェノールやア

ミノ酸について研究しています。 

 

【研究成果の内容】  

 高齢化社会を元気に過ごすためには、メタボリックシンドロームにならない、動ける体が大

切です。私たちはソバのルチン、ヤマブドウのプロシアニジン、アントシアニンなどのポリフ

ェノールに糖尿病の合併症の原因となる非酵素的糖化反応（グリケーション）を抑制する作用

や、脂質代謝を改善する作用などがあることを見いだしました。ヤマブドウからはポリフェノ

ールを多く含む粉末を試作し、実用化に向け検討を進めています。 

 動ける体には動ける筋肉量が重要です。ある種のアミノ酸の摂取が骨格筋の萎萎を抑制でき

ることを萎縮モデル動物を用いて明らかにしました。これは、高齢者や疾病時のサプリメント

としての応用が期待されています。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


